
羞

諸

私

文

書

田

中

解

凍

頑

丈

裳

に

凰

れ

た

藤
原
足
泉
の
周
、
字
画
二
者
に
　
つ

「
　
は
じ
め
に

エ
、
鬼
鮭
夜
易
虚
の
度
覇

王
・
癒
音
の
1
む
し
で
「
ん
し
く
の
健
い
会
け

讐
　
音
便
に
つ
い
て

そ
　
渡
え
勧
乾
亀
の
俊
欄

、
空
　
中
だ
畠
的
舌
藷
事
象

l
一
、
J
n
「
二
日
に

讃
吏
者
に
・
損
詔
史
牢
免
償
痢
∠
し
て
の
値
値
を
驚
由
す

〓
∠
頭
、
そ
の
帝
劇
性
の
紋
啓
を
弁
え
ろ
；
こ
こ
ど
揖
た
、
今

後
の
二
二
裸
泉
で
あ
′
申
。
風
に
古
丈
者
の
中
か
ら
殖
え
の
蓄
讃

事
象
ま
潜
い
上
げ
セ
、
園
讃
鑑
の
釘
か
ら
ち
緊
左
加
え
た
も

淋

　

孝

　

風

の
が
あ
り
・
賓
着
も
申
達
轟
の
考
賓
の
噴
射
と
し
て
放
っ
た

こ
く
る
葡
リ
、
昭
和
四
才
と
年
度
の
、
広
島
英
字
史
学
帝
の
画

商
度
鯖
薗
1
中
世
叔
革
草
書
の
郎
党
L
に
二
九
を
取
上
豆
て

釆
た
。

一



本
題
は
、
菅
の
餌
薗
過
し
た
中
か
ら
、
石
頭
水
え
者
の
卑

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

・

　

∴

　

　

　

・

・

・

命
奮
埼
彗
藷
畢
充
の
立
身
か
ら
、
整
理
し
て
夢
よ
、
ク
雲
肯
う
。

大
薄
み
ふ
誓
Ⅹ
書
、
叡
二
り
け
仰
、
・
石
頭
耗
丸
番
え
六
ハ
欝
盈
）

の
申
∴
」
、
響
甲
l
呆
讃
頗
東
食
が
あ
る
。
番
田
孝
ノ
琉
脅
威
で
、

周
章
え
者
の
六
八
二
象
か
、
り
六
九
六
頁
ま
で
　
　
㌔
五
重
に
わ

た
る
丈
賓
で
あ
る
。
（
そ
の
条
文
由
縁
渇
す
る
。
）
喪
尊
乎

薇
名
乗
り
丈
で
あ
っ
て
、
肴
尾
に
　
1
責
務
ュ
卑
辛
月
　
日

哀
節
夫
和
義
催
し
　
と
あ
り
、
要
の
・
者
等
の
埼
新
生
知
る
こ
と

が
で
き
奇
も
の
で
あ
る
。
釘
古
史
馨
に
は
二
の
願
え
東
に
阿

せ
ら
れ
た
度
街
慮
夢
の
薇
メ
者
が
衝
或
姓
、
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
内
、
翳
は

癖
、
そ
塵
．
桝
富
式
印
立
寒
土
葬
、
象
儀
名
所
望
之
虞
．
素
顔

中
華
草
き
雛
邪
教
引
、
プ
㌔
趣
、
不
可
畢
譲
之
一
癖
控
、
選
別

可
為
感
銘
山
番
珍
、
l
そ
賓
一
巻
キ

豊
千
若
芸
　
　
（
立
誹
獅
禦

牢
あ
診
。
敢
為
支
り
′
、
更
で
敦
で
た
め
に
鹿
家
岬
に
親
筆
を
腺

頗
し
た
と
、
∵
プ
坤
で
あ
る
。
覇
素
文
名
の
琵
鑑
に
、

っ
プ
ノ
史
書
、
鹿
本
ヲ
潰
え
ル
こ
、
ま
∵
魂
、
渡
象
か
宋
頭
ノ

烏
メ
　
二
筆
ヲ
執
り
こ
ノ
毛
ノ
ニ
カ
、
ル
、

と
参
る
。
添
附
さ
れ
た
写
し
泉
を
覚
る
に
、
そ
の
客
体
が
定
家

椅
膏
の
登
園
を
斥
U
で
い
る
。
そ
の
上
、
そ
の
用
孝
・
同
額

ニ

が
、
次
項
城
下
に
滅
べ
る
が
ご
ピ
ノ
＼
慈
腐
鬼
泉
の
鷹
文
献

に
お
け
る
用
法
と
枢
適
す
る
の
で
あ
る
。

藤
虎
鹿
家
筆
の
乎
東
名
え
ば
、
頭
考
守
る
も
の
が
勘
ノ
く
d

謀
い
が
、
芝
の
多
く
は
称
え
で
あ
っ
て
、
二
の
i
∵
つ
宝
腰
丈

と
し
て
債
務
す
る
の
ば
注
召
さ
れ
る
。
廟
、
更
は
、
如
史
Y
は

賽
灯
る
堵
飼
・
薗
議
定
賀
す
る
か
ら
、
定
家
力
去
轟
生
諺
を

窺
う
上
で
軍
草
で
あ
る
ば
か
り
で
肯
く
、
孝
孝
義
代
の
如
立

の
毒
畠
穫
範
宅
轟
衆
た
、
当
代
の
覇
讃
主
・
J
・
¶
触
る
二
∴
乙
が
「
出

来
る
薗
を
も
埼
っ
て
い
る
P
 
L
か
鶉
そ
の
或
立
の
耳
噂
が
喝

ら
か
で
あ
る
か
ら
、
・
長
泉
碑
名
遜
立
番
め
定
家
の
泉
紀
撮
感

の
成
立
筈
を
考
察
∴
す
る
礫
の
親
綿
∵
L
も
打
ご
り
ど
配
こ
り
丸
カ
ニ

で
あ
る
。

放
下
に
、
そ
の
事
藷
事
象
に
つ
〓
・
て
、
国
籍
史
の
上
か
ら

．
分
析
し
考
醸
す
命
。
資
粛
d
、
犬
口
車
茜
史
書
の
部
宴
に
鎧

つ
た
。

二
、
走
覿
催
争
盛
の
度
節

線
▼
薇
穀
朱
が
留
ら
碩
名
壇
を
史
の
、
古
顔
の
放
潮
音
等
に

お
い
、
て
三
訳
草
案
醇
し
た
二
∠
、
討
示
、
「
ヱ
L
 
t
「
だ
L

J
L
打
二
7
万
ノ
ピ
ン
ト
に
よ
っ
て
催
い
分
け
た
ご
と
に
つ
い
て
は
、

、

」

H

一

．

、

大
野
晋
、
告
の
索
感
に
よ
っ
て
人
の
畠
㌻
く
知
力
こ
と
ご
ろ
で
あ
呑
。

足
家
の
豹
牽
し
た
、
こ
の
訂
中
、
芹
涌
碑
史
家
で
為
、
「
を
L



埠
常
の
聾
画
を
弄
し
て
、
し
老

ノ
Y
L
1
お
し
と
の
俊
名
虚
を
超
の
二
乙
レ
て
、
三
額
八
窓
の
倣
愚

の
凰
い
方
が
、
定
、
芸
名
轟
隻
数
し
て
い
空
　
（
軸
語
録
縄

紫
甲
斉
清
雄
史
書
之

犬
し
の
賓
数
を
為
す

ユ
「
髭
L
と
「
ガ
」
と
の
俊
も
遺

留
中
東
済
腰
丈
寛
に
は
、
窮
－
音
節
l
＝
「
を
L
l
ガ
L
の

俊
も
重
荷
つ
宙
が
多
く
髭
ら
歌
る
。
そ
の
う
ち
、
下
留
妙
に

所
感
の
詣
ビ
〆
激
す
る
d
「
按
、
1
を
き
て
L
（
謝
彪
〕
「
衆

も
ひ
」
（
離
〕
だ
け
で
あ
る
が
、
「
差
し
と
「
希
」
の
夜
着

遜
l
ま
定
家
仮
名
壇
に
は
一
致
し
て
早
脅
。
把
の
語
例
毛
、
「
き
し

で
瑠
ま
る
譜
は
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
二
÷
声
の
豪
誓
で
あ
り

「
舵
L
で
感
貴
台
藷
将
嘉
二
昭
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
平
声
で
あ
っ

て
、
定
家
の
頗
る
直
の
規
準
に
合
ク
で
い
る
。

C
U
「
晋
L
で
名
ま
脅
語
圭
…
ア
ク
セ
ン
ト
上
声

留
の
丸
（
甜
〕

三
才
ソ
レ
二
上
土
乎
〕
（
礪
組
嘩
舶
麺
聖

教
の
ー
く
l
（
璧
讐
讐
竺
警
望
誓

各
ヲ
ノ
ノ
＼
（
ノ
補
摘
拍
縄
嘩
早
発
妙
）

覆
し
へ
（
雄
）

：
行
↓
∴
コ
す
フ
・
（
上
上
芸
）
　
ハ
欄
嫡
珊
舶
諦
竣
）

渡
果
し
／
と
ば
り
ぬ
　
（
媚
〕

了
′
ヲ
気
　
ル
　
（
上
上
平
〕
　
（
痢
看
護
下
蒜
．
ロ
）

を
・
言
示
て
　
ハ
〃
）
，
を
よ
沃
（
聖
聖
讐

季
汁
．
ヨ
J
　
（
上
上
平
濁
〕
　
（
詔
右
璃
中
立
エ
）

頭
髪
、
ヘ
ト
〕
ハ
〃
）
・
功
発
、
へ
て
（
紺
）

「
ノ

準
ヨ
㌣
ル
∴
士
上
孝
Y
・
（
璃
石
野
五
五
温
）
ノ
V

乙
か
皐
を
、
土
ご
む
啓
に
（
バ
∵
鰯
を
、
こ
し
て
　
（
紡
〕

里
P
鮮
予
・
（
瑚
霊
　
輿
芸
妙
）

「
及
」
で
感
ま
云
蒜
誓
ト
ト
ア
ブ
㍗
ン
ト
平
声

衷
ぽ
き
ま
る
　
ハ
耕
招
）

わ
1
．

洪
相
棒
．
招
当

リ
蒜
攣
媚
幽
諦
諸
）

数
・
ヲ
′
シ
フ
・

．
∴
・
㍉
　
　
　
∴

へ
上
上
平
二
欄
璃
蠣
舶
錘
識
）

辞
去
宏
二
義
か
　
（
紹
）
　
▼
・
顔
債
を
て
こ
〕
左
枠
ま
躇
〕

舵
ぼ
く
「
U
て
　
（
抱
）
　
（
切
お
）

東
ぼ
く
　
（
招
〕

衷
ハ
い
た
り
　
（
郁
）

権
ヲ
い
7
　
（
落
○
）
　
（
甲
街
席
上
干
〕

威
し
舵
ハ
し
ま
し
て
　
（
新
）

東
へ
舶
以
打
柑
㌘
（
国
章
碑
下
人
ニ

ー

－

－

－

．

　

　

　

　

　

－

、

‥
∵
こ
r坪

井
ガ
ム
　
（
子
平
上
▼
）
　
C
同
着
備
上
三
三
）

氷
も
む
く
．
ピ
毒
　
（
抑
）

お
も
む
き
功
こ
ど
く
　
C
仰
）
・
弟
も
む
き
　
（
川
）

王



．
轡
‡
㌫
（
孝
幸
。
。
、
U
姦
癖
鵬
舶
欄
轡

衣
ぞ
紙
∴
∵
た
む
へ
し
　
（
蹄
〕

衷
そ
れ
さ
る
へ
し
や
　
（
拇
）

招
メ
言
∴
ル
　
（
平
乎
上
〕
　
（
酎
有
頭
呼
∴
ハ
と
）

衣
と
ろ
、
小
る
　
C
讐

衆
、
ガ
J
 
V
 
J
 
C
乎
乎
上
ヰ
）
　
（
呵
索
遽
下
　
′
　
｛
）

衆
ぼ
や
け
　
（
㈹
）

留
ヨ
舟
．
ヤ
ケ
　
（
平
○
上
○
）
　
（
威
事
護
下
五
回
〕

水
な
し
く
　
（
庸
〕
・
お
賢
し
く
　
（
蹄
）

威
オ
ブ
㌧
ク
へ
隼
乎
上
義
子
．
）
　
（
磁
移
項
甲
鱈
○
）

舵
項
よ
そ
（
絨
）

大
都
メ
芸
ゾ
、
（
欄
舶
霊
摘
淳
埠
紗
「

洛
中
に
1
ガ
L
が
来
る
易
由
為
、
事
の
廊
融
に
会
っ
て
い
番
。

な
を
か
た
ば
ら
の
人
に
　
（
柳
）
・
額
を
　
（
紺
）
′

．
∵
・
∴
・
、
　
∴
∴
言
㌣

き
衣
か
申
さ
む
　
（
甜
）

放
才
淋
写
（
平
子
上
）
∴
準
有
膚
下
免
れ
∵

起
し
次
の
玄
鰍
の
み
ば
観
啓
畢
拳
頚
家
名
簸
妙
が
上
声
で
あ

る
が
、
「
牟
」
を
膚
〓
二
く
い
る
。

尊
厳
舵
ご
た
る
に
あ
ら
す
（
劇
〕

貧
打
整
タ
ル
C
譲
畢
ヒ
九
）

弟
与
碑
を
舵
き
準
ふ
響
き
レ
　
（
路
）

増

、

・

＼

．

．

．

．

．

　

　

・

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

　

　

－

あ
て
竜
よ
犯
す
ご
亡
の
な
か
に
　
C
離
）

感
饉
誓
ス
　
脇
上
一
ヒ
J

し
か
し
舵
が
多
数
の
俄
が
度
数
棲
悠
遠
に
一
l
教
し
て
い
る
の

で
あ
〓
∴
　
大
軍
捧
宅
し
′
で
患
家
級
名
盤
の
凍
別
に
孝
義
し
て
い

る
で
鼠
プ
＼
よ
い
で
あ
ろ
う
や

勉
の
夜
脇
童
に
†
い
て
も
、
下
曽
泉
の
き
れ
ピ
二
′
放
し
て

い
肴
の
　
ハ
路
動
的
ザ
下
智
東
の
桝
詣
）

○
へた

　
も
ェ
し
た
か
ひ
て
　
品
）

番
確
を
そ
の
池
に
、
フ
可
て
（
聖

上
妾
を
勺
て
　
（
瑚
〕

（
不
適
禁
中
隼
。
）

（
尊
木
を
う
へ
を
∠
厨
止
）

（
と
し
・
芝
へ
　
て
〕

碑
を
う
で
ま
か
た
て
ま
つ
る
へ

ば
＝
ソ
か
た
き
明
弓
な
り
（
函
）

き
嘲
■
也
六
讐
・
そ
な

二
軍
凛
と
寸
へ
き
叫
べ
な

日
ソ
、
そ
の
ゆ
ヘ
　
ハ
　
（
研
〕

た
よ
り
畳
さ
ゆ
へ
　
喋
り

○
ひ月

を
こ
の
（
庸
）

・

　

H

・

・

‥

　

∵

あ
か
故
か
ら
由
　
（
碑
）

○
ゐっ

句
に
　
（
禦
脾
）

・
杓
か
二
小
粉
へ
窟
り
　
（
紺
）

讐
　
・
ご
　
く
の
収
へ
）

（
二
二
び
‥

（
、
あ
竜
ひ
）

へ

あ

か

覚

め

）

（
つ
ゐ
・
に
葦
　
㌶
）

「



弟
享
碑
を
絃
き
ぬ
ふ
疋
ざ
し
（
路
）

っ
為
に
　
（
拗
細

！

‥

い

て

ぬ

べ

き

「
蜜
L
一
ピ
「
嘉
」
以
外
の
倣
革
轟
で
虎
泉
放
免
直
と
喪
刺
が

合
う
の
ば
、
有
言
二
項
げ
七
島
刺
で
あ
る
。
二
二
れ
二
り
按
廠
㍗
外
灯

く
足
、
涙
顔
亀
遂
Y
一
致
∵
レ
て
い
の
二

但
し
、
定
家
叡
賓
の
本
丸
に
対
し
て
、
承
渚
が
如
聾
し
た

部
分
が
三
顧
殉
あ
珍
が
、
ぞ
の
中
に
、

く
ぼ
し
き
ご
ど
す
費
の
碑
に
明
通
た
り
　
へ
仰
）

（
、
誼
ま
）

．
）
し
あ
否
。
千
膏
か
こ
ト
は
「
吸
え
」
で
あ
る
。

成
上
を
姪
各
す
る
に
、
こ
の
頑
丈
寛
は
定
額
が
を
わ
の
収

名
産
に
夜
′
つ
て
観
箪
レ
た
竜
の
亡
施
三
傑
〓
∴
こ
だ
こ
「
れ
力
二

さ
す
弟
ば
、
藤
原
定
家
が
、
高
潔
の
者
掌
厳
封
の
喝
令
だ
け

で
甘
く
、
古
文
書
の
巣
文
抄
客
質
に
わ
い
て
も
、
そ
の
扱
名

追
奪
奥
行
レ
ど
い
た
こ
と
を
知
命
重
要
な
嚢
科
と
年
る
。
そ

の
上
、
l
二
の
魔
女
窯
が
、
負
、
蘭
二
軍
　
（
ノ
　
ェ
ニ
三
）
　
と
い
う

卑
噂
鴫
髭
左
璃
っ
が
歓
に
、
澄
疎
の
及
巧
者
約
ヱ
十
年
前
に

お
け
る
、
線
の
巌
義
に
如
す
る
絡
度
を
知
る
壌
斜
J
L
毛
言
以
為

の
で
あ
葛
。三

、
頭
書
の
「
む
」
／
）
「
ん
」
と
の
救
い
カ
ー
プ

藤
原
史
観
の
書
写
レ
た
卸
幼
本
更
級
日
記
に
ガ
∴
い
て
、
療

虜
の
　
「
む
し
∠
「
ん
し
／
二
が
、
を
の
巷
／
し
∠
な
っ
た
者
の
　
鞘

と
n
＝
ど
に
対
応
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
鑑
に
．
落
廟
し

4

芦

3

）

た
と
こ
ろ
で
あ
番
や
　
御
物
杏
更
級
官
紀
が
、
「
た
し
と
「
ガ
L

な
ど
の
三
類
八
宴
の
倣
各
の
僚
言
方
に
つ
い
て
産
泉
碑
名
虚

に

会

う

〓

ゾ

は

き

白

ネ

ノ

ま

そ

も

憩

い

ク

闇
甲
声
痛
感
吏
宴
に
お
い
て
も
、
「
む
」
と
「
ん
L
と
が

催
い
分
け
ら
れ
Z
お
り
、
倒
甥
を
東
紋
日
紀
の
絹
洛
ゾ
〆
衆

〓
U
て
い
る
。

濁
す
、
加
療
に
つ
ご
し
乳
彩
に

O
「
む
し
を
相
い
た
缶

．
葛
む
ぢ
　
（
新
鮮
〕

〓
・
は
む
や
　
（
材
的
聯
〕

朋
動
錮
「
む
L
　
（
後
承
J

O
　
「
ん
　
レ
を
用
い
た
舞

な
ん
ぞ
　
（
躍
伊
納
）

な
か
ノ
”
ヴ
く
に
　
C
捕
椚
）

く
だ
ん
の
猶
雇
　
（
聯
∵

膏
が
全
勘
で
あ
苔
。
「
む
し
で
衷
叡
さ
れ
た
憩
は
、
孝
の
蜜

が
間
に
塞
く
毛
の
で
あ
る
の
こ
↑
対
し
ま
、
「
ん
L
で
衷
髭
こ

れ
た
轟
は
、
芝
．
の
鹿
渡
が
1
な
周
で
」
「
且
か
q
つ
′
く
に
」

「
く
だ
り
の
」
で
あ
り
て
．
そ
の
魯
魚
疋
し
た
癖
塚
は
n
で
あ

づ
た
ふ
と
考
え
ら
訳
を
了
牢
窮
彊
こ
れ
ら
を
承
記
し
卦
け
で
言

為
よ
う
で
あ
る
ノ
テ

財
動
画
を
「
む
し
で
衷
紀
し
雀
の
は
、
茨
の
瀦
例
で
あ
診
㌧

互
が
ゥ
む
∴
碩
抑
〕
　
ピ
毛
せ
む
　
（
岬
）
　
の
こ
き
む
〔
空

風



．
め
ら
む
　
（
群
出
拗
）
　
申
さ
む
か
た
．
め
小
柄
こ
＋
・
は
ふ
か

む
と
サ
　
ハ
讐
　
あ
り
か
ら
む
入
（
埠
）
　
瀦
鍍
澄
む
ハ
聖

像
寮
せ
七
　
（
聖
）
　
か
育
は
む
か
　
へ
耕
）
　
た
へ
む
二
（
聖

か
ガ
レ
良
さ
ら
む
準
　
急
㌍
）
　
∴
逢
せ
圭
「
霊
誓
　
．
な
か
わ

む
や
　
（
卵
〕
　
衷
さ
め
む
鶉
の
　
C
朗
）
　
あ
て
む
（
鋤
拗
）

す
く
は
む
（
仰
）
　
え
云
二
㌢
ゼ
む
　
ハ
命
）
　
た
で
t
へ
躍
）

推
せ
む
完
誓
　
定
禰
せ
む
個
食
（
．
讐
　
本
壊
た
ら

む
や
　
（
拙
）
　
　
わ
た
ご
む
　
（
細
）
　
醤
ハ
吐
む
　
（
抑
）
　
　
な

ら
も
　
（
細
）
　
方
礫
と
吐
む
　
（
細
）
　
い
た
さ
し
わ
む
（
讐
一

新
宜
、
へ
む
　
（
摺
〕
　
l
　
ま
尋
ら
む
に
　
（
弼
）
　
遠
「
者
、
ご

さ
む
　
（
紹
）
　
　
む
な
し
か
ら
む
や
　
（
路
）
　
　
濱
栄
せ
し
め

も
　
（
路
）
　
忽
潜
幸
た
で
ま
つ
ら
む
に
　
ハ
錐
）

佃
し
、
次
の
三
剰
ば
「
ん
」
で
泉
紀
さ
∴
㍗
て
∴
い
為
∴

あ
ら
ん
か
　
（
都
）
　
わ
す
れ
／
ル
や
　
（
蔚
）
　
ま
う
再
ん
癖

（
躍
〕

曹
∵
に
、
尊
者
宅
に
つ
い
て
は
　
1
ん
L
の
薮
恕
だ
け
で
あ
っ

て
、
次
の
為
朝
が
あ
る
。

C

礪

J

 

c

称

）

ぞ
ん
せ
寸
　
へ
溜
）
l
　
え
ん
に
∵
小
爪
プ
＼
　
（
庸
J
．
．
壌
上
蓄
膿

の
．
肇
㌻
讐
　
報
癖
か
尋
へ
レ
（
仰
、
衆
議
和
肇
聖

1
頑
L
　
「
頗
L
 
l
を
」
い
ず
訳
も
窺
尾
が
∩
の
車
竜
で
あ
る

か
、
わ
、
細
密
の
湯
令
と
蘭
じ
く
、
∩
＝
ん
の
承
缶
の
方
針
に

合
っ
　
て
P
香
ウ

六訓
告
莫
剤
や
片
夜
空
丈
l

こ
よ
れ
ば
、
椚
（
告
と
∩
バ
ン
）

．
と
の
泉
紀
は
、
・
泥
抜
本
対
に
は
♪
部
に
区
別
を
乱
し
た
例
が

見
え
鳴
め
て
、
鹿
倉
中
朝
に
は
覚
用
す
る
。
銀
倉
初
期
の
重

森
二
年
の
衆
清
瀬
丈
寒
に
お
い
て
、
「
む
L
ど
「
ん
L
J
L
が

区
別
で
漱
、
・
毅
用
例
が
朗
勅
勘
1
ん
L
の
ま
動
だ
け
で
あ
る

と
P
う
二
十
で
は
、
埠
仮
名
と
平
蔵
為
と
の
差
を
坪
慮
し
な
け

れ
ば
登
り
す
い
が
、
淀
泉
の
撃
滅
の
凍
れ
で
あ
ろ
う
。

固
、
老
虞
に
つ
い
て

野
中
解
頭
額
丈
東
に
は
∴
「
つ
い
て
し
（
、
冴
〕
（
椚
）
や
・

前
項
に
者
げ
た
「
な
か
ん
っ
ノ
＼
に
L
へ
就
中
）
、
「
／
＼
た
ん

の
し
（
件
）
の
よ
う
夏
草
趣
の
内
部
に
埋
じ
た
音
便
の
刺
は

あ
番
が
、
同
書
が
．
1
て
L
答
の
画
風
怨
に
放
く
裸
に
、
生
す
る

酋
姪
の
桝
は
／
つ
五
二
豊
ヲ
り
な
い
。
〓
ず
れ
も
蜜
禰
形
の
庶

形
の
ま
き
で
伺
い
ら
射
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
空
絹
を
撃
で
誓
鞄
三
：
鵡
）
さ
き
て
（
辟

（
・
澄
声
）

研
）
常
盤
は
き
て
▼
（
誹
〕
さ
た
め
を
さ
て
〔
弼
〕

0
し
た
針
ひ
て
（
調
節
）
・
さ
し
あ
ひ
て
（
併
〕

O
n
か
ち
て
（
瑚
躇
）
も
ち
て
C
踊
拙
摘
〕

0
願
あ
り
て
（
柑
）
き
り
て
（
牢
〕
あ
が
ひ
と
り
て
C
廊

庸
）
よ
り
て
へ
紺
抑
餅
肌
概
紺
）
は
か
り
て
（
滞
〕

っ
く
°
て
（
細
）
い
た
り
て
は
ハ
誼
躍
）
む
さ
ふ
回
り



て
（
紹
）
つ
ら
懲
り
て
（
庸
）

0
つ
み
て
（
帝
）
の
空
軍
で
八
頭
J

O
え
ら
ひ
て
（
蔚
聖
讐

惑
、
「
載
∴
午
も
L
（
最
）
へ
摘
研
梯
鐸
）
、
「
ま
た
＜
L

新
も
促
音
の
介
入
上
∪
た
こ
と
を
恭
ザ
泉
密
に
は
な
っ
て

い
な
＝
㍉
。
叉
、
「
れ
ぽ
き
な
る
L
（
耕
蔚
）
も
イ
香
密
に
な

っ
て
い
甘
い
。

藤
倉
初
潮
l
二
は
∵
剥
串
凌
新
や
角
倣
名
、
丈
〆
上
し
お
P
て
、
膏

債
が
二
二
載
尤
し
て
い
た
こ
と
ば
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
叉
、
労
癖
の
古
文
者
に
菊
い
て
も
∵
酋
密
接
普
通
に
料

る
と
こ
ろ
で
あ
番
の
し
か
る
に
定
鹿
の
執
筆
l

二
か
か
わ
る
こ

の
旛
丈
、
翼
に
、
こ
の
よ
う
声
、
開
高
の
酋
膚
が
全
ノ
＼
用
い
一
り

訳
て
い
甘
い
の
は
∵
定
象
の
璃
藷
を
衣
料
し
た
．
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ば
車
、
寄
贈
膏
の
車
夫
の
放
勧
空
通
し
て
得
を
と
こ

ろ
の
、
・
駐
泉
の
軍
轟
に
お
け
る
規
範
患
叙
匡
落
丁
「
串
功
∴
こ
思

わ
折
る
。

華
痍
文
面
我
し
諺
の
及
用

定
家
執
筆
の
野
中
衆
議
彪
文
教
の
甲
に
は
、
渡
文
勃
観
絹

布
緒
と
さ
れ
る
璃
藷
が
多
く
見
ら
れ
る
。

○
削
朝
（
又
は
訓
諭
的
用
法
）

〔
あ
に
〕
わ
に
む
な
「
U
か
ら
む
や
（
摘
〕

〔
あ
′
へ
∴
て
〕
　
あ
l
へ
て
遽
恕
す
る
車
牙
が
二
∵
む
　
（
ふ
∵

〔
あ
る
い
は
〕
　
墾
胡
室
川
．
．
．
瑚
そ
の
仁
に
あ
た
り
叡
」
筍
再
．
．
．
朝
要
の

質
を
か
き
奇
　
へ
描
）

〔
　
日
は
㌫
這
∴
「
月
商
I
q
勇
人
の
軒
帯
を
、
日
ソ
や
う
一
1
へ
か
ら

す
　
（
謝
〕

い
は
む
や
か
の
宴
誌
あ
り
．
れ
そ
れ
さ
る
へ
し
や
∴
読
）

団
．
．
一
ば
i
d
河
麦
湯
宙
蠣
知
立
は
が
の
塔
の
領
空
　
（
梯
）

〔
い
者
だ
〕
す
へ
か
わ
く
緻
功
団
扇
巧
い
と
宙
さ
る
を
か
な

し
ふ
ヘ
U
　
へ
誹
｝

い
ま
た
癖
横
を
く
は
た
て
寸
　
ハ
紺
）

団
扇
」
将
こ
す
六
度
二
二
均
せ
す
（
路
）

通
常
の
功
月
割
出
登
り
寸
　
（
打
）

〔
か
さ
ね
て
〕
か
さ
ふ
相
て
こ
分
に
わ
か
ち
て
そ
の
〆
を
神
甥

に
す
、
め
　
（
朗
）

彗
当
呵
幻
大
道
の
激
増
二
．
㌍
も
む
ノ
∴
と
毛
　
（
緋
）

彗
当
呵
啓
子
子
の
磯
ぜ
大
鉢
宏
彦
立
し
て
　
（
げ
）

「
さ
だ
の
て
〕
奇
筍
叫
．
．
召
あ
ら
そ
か
う
れ
み
る
蹄
あ
ら
心
か

（
昭
）

〔
す
べ
か
ら
く
「
彗
ペ
一
明
舅
．
．
d
麿
の
い
讃
た
∴
P
y
這
さ
二
訂
妾

か
な
し
ふ
へ
し
　
へ
誹
）

（
た
了
「
ひ
〕
当
d
．
．
一
班
し
ば
ら
く
ゆ
l
つ
為
）
と
も
一
新
の
、
う
も

と
の
料
∵
へ
の
勅
∴
と
き
ケ
つ
起
て
か
へ
し
っ
＜
へ
し
へ
描
）

七



た
J
L
か
な
二
二
虜
を
う
＜
ど
毛
弥
暦
の
名
号
を
、
滅
慈
し
た

て
ま
っ
、
り
L
　
へ
餅
）
・

た
ど
か
つ
）
の
疎
い
ま
し
め
．
甘
く
　
こ
も
っ
、
し
む
へ
し
（
離
）

「
な
か
ん
づ
く
に
〕
印
可
4
づ
」
勺
自
営
尋
の
僧
俗
、
里
渡
の

粛
啓
、
潔
窮
の
昇
進
、
あ
冶
い
ぼ
ま
そ
の
仁
に
あ
た
り
、

め
争
い
は
そ
の
濱
を
か
き
巷
、
琴
な
珂
叔
す
さ
に
あ
ら

T

　

・

㍉

・

が
ん

つ
　
く

に
か
の
て
ら
は
窮
者
か
恕
師
、
皐
を
あ
け

八

も

し

一

世

の

利

益

に

菰

詰

て

、

か

さ

泊

で

、

六

盛

の

轟

超
一
－
東
も
む
く
了
「
市
、
た
∠
葎
レ
な
に
の
身
を
、
フ
く
ど
も
、

殊
無
の
各
号
を
癖
恵
し
た
一
て
ま
つ
ら
し
　
（
抑
〕

〔
ヰ
ろ
し
く
u
可
勿
J
星
く
l
厚
意
の
上
表
を
と
、
む
へ
し
（
讐

〔
い
は
く
一
大
若
薩
▼
の
御
託
、
賢
に
∴
当
明
d
．
▼
（
讐

〔
の
た
ま
彊
ノ
＼
」
知
歯
に
つ
け
で
二
当
均
一
・
l
到
頭
j
l
勺
（
椚
J

O
感
痺
鶉

〔
し
小
二
も
老
〕
　
し
か
学
を
う
か
き
よ
り
当
畠
あ
壷
こ
こ
あ
ら
ザ

身
蜜
ぬ
さ
い
で
た
る
み
き
り
担
二
読
）

【
む
し
ろ
「
神
慮
を
あ
ふ
く
と
竜
か
ら
現
の
可
し
か
る
へ
し

や
　
（
併
）

〔
も
し
〕
親
子
判
の
か
た
し
け
な
く
神
殖
産
か
ラ
ふ
リ
て
、

っ
由
に
舞
の
、
そ
革
を
一
〆
）
け
ば
、
が
〆
∵
し
く
二
の
産
感

を
の
か
ち
て
、
を
の
ノ
＼
ぞ
珍
蔵
格
を
ど
も
に
也
む
（
辟
〕

割
の
叫
労
の
碗
あ
る
鴫
補
習
堂
ま
も
ら
す
、
卑
労
を
い

妓
∴
7
、
期
た
り
に
．
入
明
の
、
そ
み
・
左
な
し
て
、
経
．
せ
ノ
＼

壁
画
の
わ
プ
ら
か
に
左
J
A
　
（
読
こ

朝
日
筍
脅
す
て
か
た
く
、
年
ケ
フ
あ
ほ
雛
ふ
へ
き
と
も
か

ら
あ
ら
は
、
薇
入
藷
梅
郷
願
詞
、
友
の
ノ
1
　
㌔
八
を
く

融
ふ
へ
し
　
ハ
離
〕

朝
「
u
み
つ
か
ら
断
す
る
毒
え
た
り
と
‥
∵
小
）
↑
も
、
寸
へ

か
ら
く
把
の
い
き
た
い
亡
は
▼
ご
・
か
＝
昇
一
か
な
し
か
へ
し
（
紹
J

‖
－
刈
る
l
感
薮
卵
堂
も
と
よ
り
〓
甚
あ
り
　
（
紳
）

（
廊
）

自
刃
尋
．
封
代
々
め
別
巻
、
衷
ぼ
や
け
わ
た
ノ
へ
し
の
し
け

空
〓
ゾ
こ
∵
竿
に
音
つ
ば
れ
て
へ
躇
〕

「．
し
か
れ
ど
も
〕
リ
卵
－
招
J
当
朝
「
編
に
器
量
を
え
ら
が
∵
て
＝

品
枚
苫
さ
ら
、
出
へ
▼
か
ら
す
C
岬
．
）

〔
し
か
離
ば
〕
レ
か
れ
は
碩
学
を
後
背
せ
む
（
牢
）

は
粛
－
埼
通
告
て
ら
の
た
め
埠
頭
あ
ら
む
も
の
・
備
埠

尊
く
、
ン
教
疎
甘
く
、
凝
放
E
下
細
事
や
連
署
の
肇
状
乾

あ
げ
て
、
窃
膣
の
折
姿
を
凄
凄
む
へ
、
誹
）

リ
椚
詔
当
朝
せ
二
u
招
ち
劉
厳
粛
を
、
へ
て
併
呑
厳
を
学
っ

汚
ん
鳴
C
路
）

〔
し
か
の
み
∴
？
ら
ぜ
「
＝
当
彗
当
彗
▼
旬
旬
刊
世
漫
末
に
を
よ
ひ

て
二
人
動
感
互
か
ろ
く
寸
（
躍
）

し
か
の
み
な
ら
す
、
為
ト
官
に
真
二
半
を
搬
妄
∴
∵
て
、
弟



与
た
の
み
を
か
く
る
と
屯
か
ら
二
束
を
済
度
せ
し
め
、

／
　
門
藍
苗
栄
せ
し
め
む
　
ハ
抽
）

「
づ
意
ぼ
ろ
三
尊
覆
車
と
ぎ
潜
に
、
彗
瑚
1
嘩
瑚
蜜
て
ら
の
衣

と
こ
ろ
由
る
は
し
た
り
　
（
釦
〕

こ
れ
尋
な
は
ち
狂
の
　
ノ
く
1
　
二
二
L
根
こ
規
く
し
て
ひ
ど
八
に

碑
を
、
つ
や
讃
ひ
た
て
ま
っ
る
へ
さ
ゆ
へ
控
　
（
廟
）

こ
れ
刊
璃
頑
強
私
感
草
の
∴
／
〓
て
、
諭
義
塔
の
鳴
・
覿

行
を
も
ろ
て
謡
魔
と
寸
へ
さ
ゆ
へ
な
り
　
（
蹄
）

し
か
4
．
ば
刊
瑚
旬
句
劉
到
頭
壷
、
へ
て
供
養
薇
を
ま
う

け
ん
覇
　
（
路
）

〔
ぞ
カ
ノ
1
　
〕
彗
引
力
Ⅵ
勤
行
は
密
て
ら
か
蜜
癖
控
　
ハ
仰
）

当
引
1
月
当
わ
か
大
富
経
は
密
師
観
老
弥
鞠
を
も
ち
て
本

尊
と
し
た
ヨ
ふ
　
（
路
）

〔
た
ヾ
し
〕
巧
言
つ
い
富
て
ら
に
き
き
て
こ
と
に
れ
は
き
な
る

い
と
甘
み
あ
ら
む
喝
は
　
（
仰
）

均
、
1
．
の
宮
て
ら
の
頚
、
鉄
人
に
あ
ら
瑠
は
た
や
巧
く
欣

メ
▼
に
ゆ
つ
る
事
な
か
れ
　
（
紺
）

た
、
し
顔
麿
の
碓
蛍
ノ
に
⊥
号
く
れ
た
日
ソ
と
い
か
と
竜
、
・
富

て
ら
の
余
轟
に
あ
ら
す
ぼ
、
そ
の
職
に
櫛
寸
へ
か
ら
す

∴
∵

筍
っ
の
避
卦
の
不
当
あ
ら
ば
、
い
か
て
が
常
住
の
本
壕

た
ら
む
㌣
　
（
抑
）

た
、
し
葦
点
か
ら
さ
る
ぽ
か
予
∵
日
で
、
、
帯
た
く
し
の

戎
際
に
か
、
ば
れ
さ
ら
む
喝
は
　
舟
璃
が
な
，
り
づ
照
覧

し
て
、
そ
の
と
か
奉
告
、
こ
ご
と
所
に
か
八
．
る
へ
し
ハ
禦

〔
な
ら
び
に
〕
宮
て
ら
酸
要
の
人
、
瑚
扁
1
巧
d
身
命
を
か
け

た
埼
無
線
の
と
も
か
ら
　
（
躇
）

〔
と
い
へ
ぎ
・
骨
　
済
度
の
懸
嶽
ま
こ
と
に
あ
ま
ね
L
q
再
一

．
こ
も
、
三
界
内
外
の
刹
蚤
、
二
と
に
一
郎
か
く
に
、
か
う

、
ハ
ら
し
の
た
る
も
の
か
豪
を
も
ろ
て
　
蒜
）

券
宮
の
僧
俗
宙
等
、
窃
僚
芝
衆
ひ
た
∴
り

い
　
へ
　
J
L
表
し

品
欧
を
さ
め
さ
る
あ
ひ
た
　
C
瑚
）

′
許
諾
の
ば
か
り
「
：
し
、
人
の
わ
、
つ
ら
ぴ
あ
日
ソ
　
「
つ
当
当

刊
、
ま
た
く
櫛
の
か
ご
り
に
あ
ら
寸
．
（
鋤
）

少
々
か
日
ソ
ム
ノ
け
て
、
〓
爪
を
も
ち
ゐ
杏
と
い
ヘ
　
ゾ
∵
も

塵

々

さ

し

あ

廿

て

つ

く

の

は

さ

る

あ

か

た

、

つ

み

に

粛

・

　

∴

∵

す

で

に

形

像

を

あ

ら

は

レ

た

て

ま

つ

る

当

当

当

可

融

、

い
ま
た
締
礪
ぎ
く
域
た
て
す
　
（
描
〕

わ
つ
か
に
八
ケ
度
左
亡
く
と
い
へ
／
」
竜
、
〓
・
ま
た
こ
十

・
．
‥
．
．
．
言
．

〇
そ
の
腱

〔
が
た
わ
〕
　
二
の
轟
を
さ
朱
か
甲
さ
む
卯
尋
．
璃
、
え
ん
に
ふ

れ
て
、
あ
る
讃
し
さ
ま
が
憩
ひ
に
を
よ
、
声
　
（
紛
）

4
L

J
ノ



〔
か
く
の
ご
と
き
の
）
か
く
の
こ
と
き
の
ぬ
人
を
め
レ
亡
為

と
竜
か
ら
軽
「
急
禁

足
薮
が
凍
え
の
翻
親
告
も
行
っ
た
、
二
L
d
、
良
巌
ふ
∵
号
に

な
る
承
れ
奥
人
に
ガ
‥
い
て
、
承
床
解
顔
中
の
軍
語
の
解
釈
に

醗
し
、
こ
れ
ー

二
間
す
る
出
典
考
髭
に
当
り
、
私
署
や
回
書
を

は
じ
め
渡
麹
を
毛
挙
げ
、
し
か
も
そ
の
渡
文
に
は
ヲ
コ
ト
柴

平
片
夜
名
を
も
衝
け
た
形
で
引
窮
し
て
い
る
ご
と
か
、
わ
も
知

ら
れ
る
。

頑
丈
と
い
う
丈
体
の
性
繁
上
、
そ
こ
に
渡
文
部
族
、
譜
が
．
多

ノ
＼
固
い
ら
れ
る
の
ば
首
肯
で
さ
為
亡
こ
ろ
で
も
あ
っ
て
、
そ

こ
に
添
鼎
患
家
が
和
文
功
勉
に
も
、
〓
の
す
フ
な
史
料
を
用

い
た
二
と
の
（
窓
と
甘
る
の
で
あ
る
。

藤
、
二
云
に
蘭
座
し
て
、
二
の
来
演
腰
丈
髭
に
は
「
あ
か

だ
し
の
割
幾
も
冤
ら
光
る
。

名
画
の
超
俗
窃
者
、
竜
舷
を
衷
伊
た
り
ふ
こ
い
ヘ
ビ
も
、

品
欧
を
き
た
め
さ
る
呵
明
恵
、
公
庭
の
参
ヅ
∴
∵
い
・
人

魔
の
か
る
度
か
こ
し
い
か
、
坐
嫡
こ
た
ま
り
ふ
家
く
、
閻
劇

に
は
、
か
リ
あ
り
（
撤
）

く
た
ん
の
虜
は
、
戒
璃
法
錐
浄
衣
土
崎
、
鹿
央
L
を
は

り
ぬ
、
そ
の
か
婁
も
の
ら
、
先
師
別
巻
千
手
観
畠
を
連

立
し
た
て
ま
つ
る
時
、
少
々
か
日
ソ
う
げ
て
、
二
．
九
を
も

ち
ゐ
去
～
ど
い
ヘ
ビ
も
、
凛
々
さ
し
あ
ひ
て
つ
く
の
は
べ
、

／
　
○

る
あ
か
た
、
つ
ゐ
に
遡
去
、
竜
王
や
東
署
れ
い
た
む
へ

し
　
（
掴
）

こ
の
珂
速
の
1
あ
か
だ
L
が
、
－
記
顛
体
な
ど
如
艦
漢
史
嫡
葡

轟

で

あ

窃

二

と

戚

峰

岸

蠣

氏

に

J

　

て

明

ら

か

に

ご

が

た

と

こ
ろ
で
あ
る
。
定
家
は
嘱
巧
詑
㊦
よ
う
な
恕
放
線
登
も
用
い

て
い
る
か
ら
、
／
奇
に
顔
文
の
女
体
ゼ
レ
で
も
、
二
の
ト
4
、
つ
な
覇

密
が
現
就
番
の
増
車
璃
で
き
る
′
モ
こ
ろ
で
あ
る
。

〓
玖
ら
の
新
語
を
通
じ
て
、
定
家
の
菖
衆
生
渉
の
一
端
が

知
ら
研
∵
る
の
で
あ
り
、
こ
の
貯
坪
東
浦
願
女
葉
の
璃
詰
壁
研

究
資
舟
と
し
て
の
価
値
を
恕
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
で
あ
る

六
、
由
ふ
完
警
警
晶
諸
事
森

田
中
泉
請
願
ま
泉
は
、
周
文
と
し
て
の
丈
垂
線
式
を
塞
孝

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
ば
鶉
法
，
者
顔
に
お
い
て
貴
君

譜
が
顔
髪
威
せ
て
＝
い
め
二

簸
ず
、
1
ズ
ヨ
リ
ハ
」
　
の
言
い
L
カ
が
あ
あ
。

も
と
も
嘩
藤
に
か
打
l
ヨ
む
が
、
才
の
剰
濱
に
あ
ら
寸
志

川
ノ
l
撃
　
滅
の
棟
梁
に
そ
な
は
り
か
た
き
ゆ
ふ
∵
甘
リ
（
讐

1
ズ
ヨ
リ
ハ
L
　
は
1
ズ
L
と
「
ハ
L
の
闇
に
　
「
ヨ
り
L
の
入

り
込
ん
だ
砂
で
苗
虎
の
橡
髭
を
泰
す
が
、
「
ズ
、
ハ
　
し
　
（
な
い

な
ら
）
　
に
射
し
て
、
「
な
い
か
ぎ
り
、
深
し
て
」
の
恵
に
近

い

。

「

ヨ

リ

」

は

濱

甫

嶺

に

は

藍

体

形

に

附

く

の

が

着

直

で



あ
者
が
、
こ
ふ
∵
竃
∴
∵
ガ
で
は
、
「
づ
入
ヨ
リ
L
　
「
ザ
ル
ヨ
リ
L

と
は
謀
ら
ず
竜
く
ぼ
「
ズ
ヨ
リ
ハ
　
L
で
あ
フ
て
、
薗
藷
と
し

て
ば
無
理
な
承
迫
と
撃
っ
て
い
る
ゥ
　
そ
の
成
立
に
つ
言
∵
て
大

坪
蹄
追
璃
士
は
、
「
渡
丈
の
『
由
非
1
！
∴
凹
を
遠
路
放
し
た
．
と

こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
翻
訳
臭
蕗
で
あ
る
L
　
と
さ
れ
、
淡
の
よ

（
注
す
）

、
プ
に
説
か
れ
て
言
「
怒
二

－
・
卵
へ
ヨ
リ
ハ
ば
、
孝
審
中
朝
の
勃
点
濱
痢
ド
先
で
増
汚
れ
．
、

藤
倉
密
武
ま
で
放
く
が
、
平
を
東
都
辺
り
か
ら
、
融
点
為

の
影
響
を
受
け
た
ノ
も
見
ら
れ
牟
兜
の
嚢
料
に
も
奮
濁
し
て

釆
為
。
栄
婆
御
幾
や
法
醇
畜
産
法
教
蘭
書
紗
に
∴
は
、
t
！
・

ズ
ヨ
り
水
力
の
形
で
用
怒
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
今
音
物
商
に

は
、
香
－
・
ズ
ヨ
り
ハ
の
彩
で
出
て
来
る
ク
磯
舟
感
賞
に
な

る
と
、
適
え
の
正
法
礫
厳
に
、
圭
！
ズ
ヨ
り
ハ
の
桝
が
い

V
ら
毛
足
つ
か
る
。
し
か
し
、
降
ら
れ
た
質
料
に
し
か
求

の
ら
れ
な
い
の
は
、
幣
は
日
ソ
適
確
と
し
て
窯
だ
婁
構
造
で

あ
っ
た
声
の
、
一
顧
化
し
に
く
か
っ
た
功
で
あ
∵
り
う
。

ヱ
こ
に
、
凄
廣
親
筆
の
頼
丈
に
奄
こ
の
貴
い
方
が
痛
言
∵
わ
れ

て
い
る
ご
と
が
分
リ
、
新
し
い
刺
を
和
え
る
こ
ピ
に
な
帝
。

こ
の
吉
P
牙
は
、
訓
点
密
封
で
は
既
に
早
尊
卑
鰯
に
刺
が
妊

ら
れ
る
が
、
訓
点
賓
埠
よ
り
健
の
布
教
丈
に
戎
わ
光
る
よ
う

に
奇
功
の
は
中
世
で
あ
プ
て
、
者
の
願
文
宴
の
用
例
も
、
を

の
藩
攻
で
、
鋸
金
時
代
務
の
寄
倒
と
し
て
法
官
ぺ
し
机
奇
の
で

あ
る
。

次
l

二
、
薯
薇
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
刺
が
あ
る
。

い
ぼ
む
や
人
の
解
葦
き
当
月
璃
舅
寸
へ
か
ら
す
、
た
、

し
宙
て
、
り
の
頑
、
乱
入
に
あ
ら
す
ぼ
、
た
乎
づ
く
健
人

に
ゆ
つ
る
夢
ぢ
か
れ
（
讐

右
の
、
う
ち
「
を
、
り
や
、
う
．
L
は
、
立
食
が
ー
り
見
て
二
威
喝
し

又
は
「
押
領
L
の
頻
や
書
と
変
ら
れ
る
。
催
し
上
の
「
を
L

ウ
・
ワ
ア
フ

が
樽
財
劫
で
あ
り
「
、
L
が
「
頗
」
え
串
「
普
し
の
暴
虎
で

け
・
ワ
ア
ワ

あ
る
の
か
、
「
を
、
L
が
「
碩
L
え
感
1
押
レ
の
泉
龍
で
あ

葛
の
．
か
鉾
が
で
は
な
い
U
L
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
a
U
の
承

賓
化
し
た
音
と
、
融
の
草
老
化
し
た
音
と
が
輌
じ
去
二
と
傍
聴

さ
れ
た
こ
J
L
が
二
．
密
雲
県
に
あ
っ
て
現
れ
れ
看
衷
鑑
で
あ
る
。

別
の
単
音
化
し
た
酋
空
O
u
の
著
者
化
し
た
竜
と
が
固
じ

音
と
膝
激
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
例
は
、
区
政
末
・
強
食
初

画
に
そ
弟
を
冶
う
二
＜
が
で
き
る
。
中
山
遜
皐
澄
脅
威
三
厳

娼
婦
注
　
へ
現
政
呆
耳
）
　
に
、

し
、
ワ

廟
月
　
（
卜
二
五
ハ
十
ノ
一
再
（
ノ
）
襲
名
巴

（
ト
）
書
ヨ
今
べ
寺
社
、
十
二
日
ェ
　
ハ

定
本
へ
仰
）
ハ
聖
月

撃
二
浩
ヲ
シ
媚
ラ
ス

し
ウ

九
月
∵
巴
、
訣
一
「
放
1
日
（
ト
二
義
ベ
キ
巴
、
シ
ガ
レ
ト
モ
凌

啓
二
　
レ
ウ
ノ
者
ラ
ウ
ノ
普
通
プ
ル
甜
ニ
ラ
ウ
官
へ
ト
〕
　
ハ
五

首
カ
　
シ
グ
心
也
　
㌻
六
丁
ウ
）

と

「

聴

L

に

1

し

ウ

L

￥

や

「

ラ

、

ワ

」

と

も

晦

由

レ

、

叉

、

√

　

′



薇
攻
率
直
厳
正
壕
．
閏
年
放
本
丸
壇
に
、

一

7

プ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

タ

フ

押
－
威
　
　
　
聯
1
線

と
あ
っ
て
、
東
嶺
の
「
磯
」
宴
を
「
ろ
フ
L
宅
も
「
レ
ヨ
フ
し

．
こ
も
的
執
し
て
い
る
ゥ
　
1
璃
L
は
堂
音
根
毛
塵
で
「
し
フ
」

と
泉
恕
さ
れ
る
尊
で
あ
る
。
こ
れ
を
二
∴
当
部
プ
L
ビ
黄
綬
し

た
の
は
、
「
し
フ
L
ガ
オ
厳
秘
貴
賓
祀
し
た
こ
と
を
麦
喫
す

る
毛
の
で
あ
ろ
う
言
　
上
ユ
ニ
誓
冥
利
に
同
じ
客
を
「
ラ
フ
L
　
と

泉
衆
す
る
誓
甲
、
「
蔽
、
轟
壕
の
1
癖
」
尊
平
準
が
叔
る
三

L
に
因
る
毅
覇
王
丁
重
孝
之
得
る
が
、
誘
下
ふ
て
ヰ
タ
に
、
偲
雪

に
つ
い
ぞ
力
闘
壇
の
桝
が
あ
る
の
で
あ
カ
ゥ

高
山
尋
痺
縮
藤
巻
蘭
藤
倉
初
頭
泉
に
は
「
能
己
喪
と
「
ノ

ー
ワ
L
の
剖
し
こ
聖
昭
に
「
ナ
ウ
L
の
訓
も
あ
番
。
叉
、
碑
尾
卑

車
者
・
廉
潔
頼
痢
宙
池
義
教
ド
肩
、

正
巧
引
．
．
三
年
（
二
九
〇
）
　
ロ
ヤ
／
ガ
廿
ェ
日

ど
参
り
、
研
文
書
・
藤
孝
承
蘭
留
北
恵
券
ド
出

立
き
つ
、
誉
ね
′
　
㌘
㌣
空
軍
十
四
百

と
あ
り
て
、
癖
勘
ど
な
る
。
ご
放
－
り
は
、
き
め
背
農
に
初
診

聴
音
化
ご
鋤
の
長
音
杷
宜
が
同
じ
竜
と
体
渡
さ
れ
声
庖
罪
了

解
す
る
〓
叉
が
で
き
云
芸
〓
ぐ
あ
れ
二

ぜ
平
革
議
廟
∫
含
草
の
1
を
、
リ
ヤ
う
」
も
嘲
後
事
牽
夜
叉

考
え
ら
れ
る
功
で
あ
る
。
倒
し
、
草
竜
を
1
き
、
L
と
泉
密

ザ
凄
ご
と
は
当
痴
下
瀬
的
で
β
な
い
。
「
牙
、
長
老
を
短
音

ノ
一
Y
l
一
㍉

化
し
て
康
鋸
す
診
ご
と
国
衆
の
よ
、
フ
督
励
∵
苧
お
う
二
－
亡
が
で

き
る
。

寸
ホ
セ

ぺ
）
て
到
セ
ク
タ
ン
堂
ア
凡
ヨ
吏
（
榊
を
オ
ー

ラ
也
を
才
と
）

ハ
鳥
山
を
厳
僧
、
巽
番
貴
顕
名
書
課
、
永
磨
繍
）

舶
軒
悪
（
轟
山
車
．
ヰ
卓
在
凍
）

一
プ
ル
の
七
一
乙
9
セ
召
プ
ヒ

液
レ
仰
・
初
物
悦
㌦
南
毛
阿
弥
絶
仏
作
暑
渡
）

な
に
李
塾
ぢ
て
お
せ
ら
机
採
る
▼
ぞ
（
為
野
山
吏
奮
え
大
、

珂
久
一
河
下
、
互
公
文
教
範
澄
留
状
、
正
禿
．
畢
卑
〕

刊
ヤ
フ
C
大
泉
）
ノ
キ
ヤ
、
り
レ
ム
カ
壌
（
遠
野
山
東
者
、
ヱ

三
、
車
嶽
三
卑
入
相
五
官
火
車
孝
ヤ
、
ウ
レ
ム
田
地
老
寮
）

（
毛
）

こ
れ
ら
ド
膠
す
隼
は
1
、
U
や
う
」
も
、
オ
段
壌
者
の
培
墟

胤
し
た
倒
せ
放
る
こ
∠
が
出
慈
喜
、
ク
で
事
番
へ
・

助
、
・
青
海
l
C
蘭
レ
て
ぼ
、
化
に
、

・
．
、
‥
・
・
∴
一
∵
．
∵
．
．
∵

が
あ
ね
ノ
、
．
文
∵
1
ぬ
き
い
て
た
る
し
（
姥
泌
）
（
腔
）
、
「
娘

さ
．
い
て
L
（
誹
）
が
静
香
。

度
吹
か
れ
聾
し
た
古
史
者
l

こ
こ
の
よ
、
フ
な
事
象
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
ば
注
官
璃
べ
き
で
あ
る
ゥ

ハ
謹
！
〕
　
大
野
首
「
承
庖
適
の
起
源
に
つ
し
＝
て
L
　
へ
鼠
轟

と
回
女
碧
、
形
和
千
十
要
子
イ
吉
誓

（
注
ワ
ニ
　
几
森
厳
旧
蔵
本
枚
が
三
浣
聴
解
由
鴫
定
衆
御
者



に
　
「
敵
え
L
　
と
あ
る
。
定
家
が
、
「
き
こ
∴
は
し
　
と

い
う
者
に
l
つ
い
て
「
ほ
し
を
覇
い
た
こ
と
ば
楯

痛
さ
れ
て
い
彩
が
、
把
の
　
1
浸
し
に
つ
い
て
は

放
い
各
日
が
、
な
い
と
さ
折
る
。
（
石
規
正
癒
－
痘

家
の
区
別
し
た
薇
∵
街
に
つ
い
て
」
　
困
藷
牽
酵

ナ
大
男
、
瑠
碑
三
十
六
年
九
月
）

（
注
3
）
　
か
・
勝
者
硯
「
裟
塵
和
紺
現
存
本
の
泉
免
の
枚
討
し

（
真
部
丈
挙
第
図
号
、
昭
和
三
十
五
年
八
日
）

（
ま
ず
U
 
l
司
本
紀
盈
賓
和
歌
滋
彦
功
二
「
す
よ
り
∴
母
島
に

つ
い
て
し
　
ハ
岡
山
大
拳
固
女
単
線
轟
創
両
耳
こ

く
六
八
ノ
〇敬

白立
戯
拳

〆
　
利
恵
己
下
底
感
覚
C
か
ら
し
る
へ
き
こ
拳

ハ
六
ハ
三
）

利
彦
彪
昭
ヶ
所

（
蘇
梯
川
野
草
こ

「
躇
別
名
三
人
各
ノ
。
了
画

修
料
禁
墾
告
〓
「
大
み
ニ
ヶ
珂

櫛
別
苗
社
主
鹿
′
　
け
啓

正
虐
ヱ
鋼
孝
各
′
・
ケ
姉

山

上

畢

啓

　

一

ケ

桝

囲

三

瑠

終

え

己

上

甘

互

ケ

絢

知

和

将

せ

、

六

ヶ

所

此
外
曽
荷
車
刹
濱
大
利
〆
　
ヶ
所

覿
－
脅
迫
療
幻
惑
御
重
吋
釘
折
L

－
－
－
－
－

贈
ち
「
与
早
老
慈
輩
の
準
主
宰
醇
を
あ
ふ
け
ば
、
叉
酋
互

鎖
寧
撃
攻
の
尊
碑
、
治
療
の
啓
顧
ま
つ
ニ
」
に
あ
ま
ね
し
∠

U
へ
ど
も
、
三
界
画
布
の
刹
遊
、
り
こ
し
に
わ
か
ノ
＼
に
．
、
か

う
ふ
ら
し
め
だ
る
毛
の
′
が
．
み
を
も
巧
て
、
教
議
二
ご
か
り
仁

ご
ハ
｛
画
〕

和
妃
の
ガ
妄
り
l

二
か
ろ
ま
0
、
番
密
た
が
く
1
置
朱
の
廟

二
配
す
、
野
草
轡
車
の
不
達
に
あ
る
、
司
醇
ま
ち
く
、
の

か
▼
竺
僧
曽
偽
蜜
の
醇
虜
を
ぞ
な
、
小
る
、
尊
段
永
二
た
る

に
あ
し
？
司
、
そ
の
を
の
ノ
1
、
の
つ
／
し
の
を
醇
三
二
十
と
．
打

ん
そ
あ
産
ね
さ
あ
は
肌
か
頁
か
ら
∴
も
、

舞
÷
毛
レ
か
芹
し
け
、
q
く
碑
轟
音
か
う
小
リ
て
、
つ
み
に

孝
の
〟
、
孝
二
タ
を
二
こ
け
d
、
ひ
干
し
！
1
こ
の
産
厨
を
n
∵
か
ち

．
1
一
・
．
∴
・
・
－
∵

頑
に
あ
二
㌢
す
、
よ
ろ
し
く
万
賞
の
率
と
を
の
こ
さ
む
、
、
琵

努
に
い
た
り
て
八
、
灯
か
く
そ
の
廟
に
し
た
か
か
て
、
そ

の
人
に
つ
く
へ
か
ら
す
、
ス
あ
て
も
チ
衷
寸
こ
と
め
な
か

に
・
御
碑
虜
、
行
幸
・
御
草
、
放
免
曾
、
臨
暗
族
∵
修
正

そ
の
ぽ
か
攫
肇
を
あ
っ
へ
か
ら
す
、
た
、
し
富
で
わ
に
を

さ
て
、
二
王
に
余
凄
さ
ぼ
る
L

J
ピ
畳
み
あ
ら
も
酪
ハ
、
し

た
し
一
㌢
つ
r
こ
こ
を
∴
∵
ロ
イ
、
藤
根
を
そ
ん
せ
す
、
を
の
ノ
、

は
前
さ
あ
つ
へ
し
、
封
碍
吐
L
も
る
蓼
な
か
れ
、
こ
れ
寸

√
三



な
ハ
ろ
を
の
ノ
＼
こ
せ
ば
な
く
し
て
、
か
ど
八
∵
に
頑
を
う

平
吉
か
た
で
讃
つ
る
へ
さ
ゆ
へ
也
、

二
g
に
を
き
て
身
の
う
へ
の
二
二
γ
、
い
、
爪
と
鶉
、
な
を
か

ハ
六
八
盃
）

た
ハ
ら
の
人
言
ト
ば
二
八
泌
∵
む
「
で
す
、
い
ぼ
む
や
人
の
新
帝

を
、
D
や
う
す
へ
か
ら
す
、
た
、
し
営
て
ら
の
嶺
、
在
∵
え

l
二
あ
ら
す
ハ
、
た
ち
く
杷
人
に
ゆ
つ
る
率
窟
か
れ
、
た
ど

ひ
し
ば
ら
く
ゆ
つ
る
）
」
も
、
√
蓼
の
、
ち
、
も
ゾ
こ
て
汽
人

の
あ
と
を
た
つ
勾
て
か
へ
し
っ
く
へ
し
、

わ
か
∴
サ
山
た
∵
し
き
連
に
さ
た
め
左
き
て

人
の
う
弟
へ
の
く
竜
を
へ
た
て
し

別
雷
の
顧
次
第
に
廃
位
寸
へ
さ
拳

右
、
塑
欝
の
瀾
確
承
液
に
埼
密
の
か
ぼ
り
、
√
の
避
別
富

を
毛
ち
て
、
か
暮
ら
す
別
留
に
腐
す
へ
し
、
毒
し
別
盛
の

聯
あ
る
痢
補
習
を
ま
功
ら
寸
、
卑
密
を
い
ぼ
尋
、
み
た
り

に
入
射
の
、
き
み
を
な
し
て
、
放
せ
ノ
～
饗
断
の
わ
つ
ら

ひ
に
ご
を
よ
ふ
、
こ
の
事
を
ぞ
衣
か
轡
ご
む
が
た
め
、
え
ん

に
ふ
れ
て
、
あ
る
ヰ
訊
し
き
讃
い
な
か
l

C
を
よ
ふ
、
画
膚
を

あ
ふ
く
と
毛
か
ら
、
む
し
ろ
し
か
る
へ
し
や
、
み
な
も
と

毅
思
ふ
に
、
す
な
ハ
ち
営
て
ら
の
衣
ゾ
芸
∵
直
る
出
し
た
り
、

こ
れ
に
二
よ
り
て
、
ぷ
か
く
姦
皇
女
と
、
の
て
、
次
魂
を
貴

も
る
へ
き
よ
し
、
1
避
暑
の
慮
弟
を
か
き
て
、
二
小
に
よ
る

（
六
ハ
六
）

・
蔓
昌
「
女
中
へ
し
、
件
の
起
請
、
裁
薇
巴
下
礫
、
官
蚊
止
、

〆
　
囲

み
か
二
二
漁
を
う
つ
し
て
、
ゆ
く
さ
き
を
言
い
蓋
し
む
へ
し
、

え
　
′
流
の
う
ち
、
ふ
た
り
の
義
手
を
啓
中
二
と
甘
く
し
て
・

た
、
次
第
の
遥
理
を
ま
も
る
へ
し
、

富

貴

僧

俗

富

者

為

政

を

甲

き

た

む

へ

き

革

も
、
湛
畠
の
僧
俗
嚢
等
、
由
巧
櫨
を
衣
ひ
た
り
ど
い
へ
と
」
千

品
慨
を
さ
た
め
で
る
あ
か
た
、
豪
産
の
念
∵
と
い
ひ
、
人
象

の
ふ
る
ま
か
∴
こ
P
が
、
．
望
寒
エ
サ
∵
よ
日
ソ
打
ノ
＼
、
闘
斜
に
▼
噴

、
か
日
ソ
あ
り
、
屯
と
毛
相
詰
渡
渉
の
窒
旨
を
守
ラ
け
て
、

留
億
澤
魂
の
薯
級
甘
畠
す
・
へ
し
、

御
竣
引
入
を
僧
等
ぞ
の
か
づ

苧
卿
麒
空
ハ
大
入
奇
席
十
人
欄
服

さ割感

の
ラ
玖
二
稚
辞
こ
竺
希
の
∵
大
が
〕
　
リ
薮
え
ら

た
七

冶
舶

藩
が

ひ
て

へ
き
率

放
少

碑
腰
．御
射
せ
田

上
虚
へ

融
　
の

行
と
す
へ
し
、
番
変
域
に
あ
ら
す
ぼ
ま
、
た
㌣
オ
く
あ
、
㌢
「

ハ
・
′
ハ
ハ
七
〕

た
め
商
才
へ
か
わ
す
、
も
し
智
宿
す
て
か
た
ノ
く
∵
卑
ら
う

あ
ば
れ
ふ
へ
さ
と
毛
か
ら
あ
ら
ハ
、
礎
人
為
鵜
殿
禦
を

の
ノ
＼
〆
人
を
／
＼
ぱ
ふ
へ
し
、
糸
車
旨
を
申
・
く
た
し
て

腰
律
師
に
座
せ
し
め
て
、
奇
礫
／
解
其
藤
に
つ
／
＼
へ
し

そ
毛
J
～
親
行
ば
、
畠
て
ら
の
直
感
捜
、
大
童
の
葛
か
・

てそ
の
え
ら
か
l

二
あ
つ
か
ら
む
入
さ
た
め
あ
ら
そ
か
、
プ
机
か

為
所
あ
ら
ん
が
、
レ
か
れ
）
L
も
、
旬
に
笛
牽
き
え
ら
ひ

て
、
品
咳
を
さ
ら
、
小
へ
か
ら
す
、
こ
れ
づ
婁
ハ
ち
備
頑
寄



・
す
っ

の
つ
い
て
、
紛
暴
論
の
崎
、
敢
行
を
も
て
塔
頭
〓
ど
す
へ
き

巾
へ
な
り
、
芝
の
抄
へ
　
ハ
、
行
数
華
南
上
湾
の
痔
、
大

菩
薩
檻
潔
し
衷
ハ
し
き
し
て
、
知
立
刑
に
∴
ノ
げ
て
の
た
ま
は

く
、
な
も
ち
わ
が
た
め
に
姪
呪
を
蘭
念
や
、
癌
r
∵
ぞ
み
衆

（
て
て
〕

も
ひ
を
　
　
寸
、
畳
む
二
つ
了
、
竜
に
上
洛
し
て
、
寒
地
の

の

毅
肺
を
凍
壊
し
、
百
三
空
風
を
保
誠
吐
む
、
し
か
′
外
戚
噸

撃
を
礫
頃
虻
も
、
竜
と
為
神
慮
に
か
な
は
七
か
、
牙
の
淵

源
に
あ
ら
す
よ
日
ソ
　
、
蕗
の
碑
音
声
菅
な
は
日
ソ
か
た
き
掬

へ
な
り
、
執
行
の
、
き
み
な
き
御
殿
司
ら
、
墟
究
ハ
こ
れ

を
ゆ
あ
せ
、
た
、
し
綿
密
の
穆
牽
ェ
す
く
れ
た
り
と
い
ふ

（
宍
八
ハ
）

と
も
、
壇
て
ら
の
飯
歯
l
ご
あ
ら
す
ぼ
、
そ
「
の
廓
レ
ト
粛
弓

へ
か
わ
増
、
面
々
の
永
嶋
、
優
々
に
は
か
・
ワ
ひ
あ
っ
へ
し
、

ち
か
ら
の
た
へ
む
／
｛
　
レ
に
か
が
で
、
生
類
を
あ
か
か

と

り

て

放

遠

寸

へ

登

串

宙
．
教
生
ハ
十
重
祭
戒
の
裾
本
、
大
圏
輪
廻
の
婁
二
四
津
「
　
山

野
の
ひ
っ
の
、
江
湖
の
言
∵
ろ
く
つ
、
み
灯
こ
れ
生
々
の
久

々
、
世
々
の
定
義
蛇
、
葡
滴
の
と
素
）
か
ら
∴
　
た
れ
か
申
告

尋
二
番
く
る
し
か
を
か
甘
レ
ハ
さ
ら
む
や
、
も
し
み
つ
か
ら

断
す
望
撃
、
ヱ
た
り
∴
と
〓
二
小
）
ナ
も
、
＋
廿
へ
か
ら
く
風
の
＝
∵
着

た
い
）
L
は
二
こ
為
身
∵
か
灯
　
し
ふ
へ
　
し
、
よ
り
て
妃
の
左
一
寸
ふ
．
1

解
、
ろ
か
わ
の
た
ふ
診
桝
、
口
中
の
梁
を
む
は
∵
ひ
、
身
上

か
J
l
を

の
南
を
ば
さ
て
　
や
　
あ
か
二
r
と
り
て
、
二
れ
宜
は
な
ち
か
へ

す
へ
し
、

雷
て
ら
の
膚
浴
た
や
づ
ノ
＼
不
可
鍵
、
官
す
八
か
ら
ぺ
し
め
奉
▼

宙

、

き

ミ

は

臣

を

え

ら

ひ

て

留

を

さ

つ

け

、

臣

ハ

蜜

の

軋

妊
ば
か
り
て
確
を
う
く
、
た
や
す
く
さ
っ
　
く
へ
　
か
ら
す
、

攻
だ
日
ソ
に
う
ノ
、
へ
か
ら
す
、
畳
か
ん
つ
く
に
、
盤
妄
「
の
僧

俗
、
望
津
の
鋼
、
置
、
茨
窮
の
昇
塗
、
あ
右
目
ば
て
の
仁
に

あ

た

り

、

あ

る

い

ハ

そ

の

壕

を

か

ぎ

る

、

み

な

西

城

往

き

（
六
＜
升
〕

に
あ
わ
す
、
し
か
る
を
ち
か
き
よ
、
リ
、
塾
留
の
　
「
要
に

あ

ら

す

、

本

碑

の

単

に

あ

ら

す

、

讃

司

諸

確

の

こ

会

三

年

膚
は
翻
舷
を
二
の
み
、
儀
ハ
碑
梁
こ
　
か
は
脅
、
成
功
の
つ

い
え
、
′
麦
遽
完
「
は
か
り
二
了
、
人
の
わ
つ
ら
か
あ
リ
ノ
し
い

へ
　
と
為
、
ま
た
く
癖
の
血
㌻
ご
り
に
あ
ら
す
．
し
か
れ
∴
∵
苗

て
ら
の
た
め
、
原
功
あ
ら
も
毛
の
′
、
偏
噸
な
く
、
覿
疎
頁

く
し
　
療
液
已
下
詞
膏
ら
凄
軍
の
畢
朕
乏
あ
げ
て
、
壇
位
の

所

望

乏

逢

せ

む

、

又

か

ぎ

り

あ

る

奥

の

賓

、

八

の

ゆ

つ

り

の
ぼ
か
、
停
止
の
式
を
を
さ
て
、
舜
除
の
官
を
た
つ
へ
し
、

そ
の
硬
二
川
ビ
目
し
小
ば
、
山
再
の
緒
虎
無
数
を
ぬ
守
も
五
レ
の
、

、
苫
て
ら
の
う
ち
や
の
頚
道
教
寓
、
か
く
の
二
ン
二
ご
の
加
∵
人
を

や

し

と

る

と

も

か

ら

也

、

泉

田

二

上

薬

を

へ

て

、

水

盤

旨

坂
二
甲
へ
し
、
こ
れ
、
冒
て
ら
の
、
守
濠
を
拝
す
、
婁
ん
そ
輝
明

の
た
す
け
な
か
ら
む
や
、

車
禽
刺
幼
十
分
か
「
左
さ
さ
て
極
廟
単
二
東
南
弓
へ
き
孝

／
　
直



（
．

宙
、
鴫
敢
牽
冴
資
統
越
帝
土
壌
、
痺
食
。
む
さ
め
む
竜
の

寸
分
か
一
ヲ
さ
ぞ
で
、
か
さ
幻
で
二
分
に
わ
か
ち
．
て
、
そ

の
．
′
蜜
卵
璽
｛
す
・
め
、
き
り
l
一
を
碑
碑
l
こ
沸
て
む
、
つ
き
。
細
考

（
メ
瓜
0
）

頭
愚
の
池
ノ
蓼
ノ
京
づ
へ
し
、
つ
き
ニ
食
通
東
銀
の
も
の
ド
あ
た
へ
三
郎

・
鼠
函
色
め
く
爵
し
か
を
す
く
ぼ
む
、
二
の
醇
鐘
、
帝
華
の

ち
か
ら
を
も
ろ
て
、
か
宝
ら
す
無
上
老
濃
の
え
ん
ピ
踏
む
、

卿
山
の
う
ち
に
魚
勤
壁
を
壇
立
す
へ
ぎ
拳

右
、
痙
轟
廿
　
√
卑
御
絶
家
去
、
尿
費
廓
観
音
癖
劾
一
を
も
ち

て
、
わ
か
本
尊
．
ど
す
、
堂
を
っ
く
日
ソ
て
、
か
の
三
轟
を
奪

し
た
て
ま
つ
る
へ
し
、
し
か
ゐ
二
髭
、
療
辞
登
載
∴
こ
「
チ
リ
　
こ

炎
あ
り
、
観
省
党
是
鮪
の
頻
エ
よ
り
て
塵
立
す
へ
し
、
弟

子
魂
勤
蛍
を
た
て
、
産
良
の
お
も
む
さ
ゆ
ご
と
ノ
＼
．
、
細
山

（
蔵
璃
舶
費
）

の

内

ニ

「

一

ふ

っ

　

こ

ぽ

空

ろ

を

あ

ん

ち

し

て

ち

号

へ

し

、

く

ぼ

し

き

こ

．

と

、

千

車

の

解

に

み

泣

た

り

」

先
師
鼻
一
所
孟
”
「
蛍
ヲ
盛
立
す
へ
ぎ
串

も
、
放
壊
珍
滴
、
別
普
衷
頂
、
別
電
盈
誘
客
の
鼻
画
巴
、

三

賞

β

番

頭

に

つ

き

て

、

「

琴

の

草

蛍

を

だ

て

む

、

嘲

御

殿

教

書

勢

至

葛

の

磯

を

審

置

し

た

て

ま

つ

る

へ

し

、

僧

侶

ェ
ロ
を
ご
た
め
を
空
で
二
　
束
蕗
二
軍
）
一
顕
か
ら
か
あ
て
む
、

永
戒

芝
崎
不
断
の
念
燭
を
ヅ
な
へ
で
、
却
サ
」
＼
賓
朽
の
香
城

｛
大
九
こ

を
傭
ビ
む
、
薗
透
の
傲
密
を
し
め
て
顧
途
「
を
よ
せ
っ
く

む

へ
し
、
史
一
席
せ
む
僧
姥
、
た
．
㌣
す
く
め
ら
た
み
へ
か
ら
す
、

／
六

た
、
し
・
過
分
の
不
溶
あ
ノ
一
の
ハ
、
い
か
で
か
常
夜
の
本
喀
た

ら
も
や
、
鼠
密
隣
鹿
家
の
ゾ
ご
苛
か
ら
、
賓
モ
ガ
失
え
蜜
、

努
せ
夏
空
ら
ハ
す
、
老
少
を
え
ら
ハ
す
、
承
為
の
愈
伸
を

寸
、
め
て
、
極
泡
の
泉
塩
を
わ
た
さ
む
、
か
つ
ぱ
廊
巻
き

管
し
て
、
あ
へ
て
媛
密
寸
冶
審
な
か
ら
も
、
こ
の
功
確
を

ち
ら
て
、
し
か
し
霊
か
ら
先
師
l

ニ
質
仕
む
、
互
の
ノ
＼
・
時

々
刻
々
の
腰
細
l
二
才
日
ソ
て
、
狂
々
世
々
の
一
準
埠
を
威
す
へ

し
、
号
へ
て
ハ
、
〆
門
の
到
鹿
よ
り
の
か
て
ら
の
廟
窃
′
一

い
た
患
衷
て
、
澄
傭
男
せ
、
薗
卑
頭
虹
、
額
縁
無
線
、
留

播
磨
界
、
宅
毛
に
㌦
碑
の
土
に
う
ま
れ
て
、

一
h
ソ

蕃
尿
を
葛
さ
む
、
弟
子
J
t
L
一
世
の
刹
慈

にが
さ
紹
て
、
大
畠
の
薗
瑠
こ
れ
も
む
く
と
も

ノ
ヽ
と

に
の
夢
を
う
亘
る
カ
、
帝
経
の
名
東
を
澄
志

お

ぼ

し

く

三

七
U
．
劃
　
て

斗
J
　
ヽ
㍉
小
、

くた
ノ
こ
伊
豆

し
　
東
．
て

里
た
し
ま
っ

ら
し
、
今
泉
よ
＝
リ
珊
身
に
い
だ
る
ま
て
、
こ
れ
を
埼
愈
し

〓
れ
を
碑
督
し
て
、
春
草
の
白
蒙
を
腸
す
へ
し
、
か
の
矛

真
の
慮
、
三
井
尋
に
魔
人
し
て
、
顔
槽
瑠
璃
の
薮
修
を
つ

み
て
∵
衆
生
確
度
の
、
万
便
亡
吐
む
、
省
か
ん
つ
ノ
＼
に
か
の

（
六
札
ノ
こ

て
l
l
ゥ
ハ
、
夢
与
か
戯
画
、
名
を
あ
「
万
骨
を
煩
さ
い
て
た

惑
み
き
日
ソ
攫
、
甘
薯
翠
を
そ
の
麿
に
、
？
、
て
、
恕
癖
を
本
尊

に
赦
す
へ
し
、
衷
ぽ
∵
J
こ
て
ハ
、
藤
本
の
房
か
わ
か
御
山
l

に

葺
に
の
益
か
あ
ら
む
、
親
御
の
心
さ
し
、
／
チ
好
奇
に
督
し

た
て
才
芸
ノ
る
へ
し
、



留
宮
の
御
線
度
　
公
衆
仁
を
蘭
せ
す
巻
頚
の
つ
∠
め

た
る
へ
さ
聾

苧
尻
癖
の
愛
車
に
為
、
潮
象
「
「
乙
に
尊
家
あ
詩
句
の
か
、

こ
れ
に
よ
°
て
数
万
戸
の
択
潤
を
わ
か
ち
て
、
大
小
憩
の

細
嶺
と
す
、
亜
者
と
庭
園
府
産
蘭
留
家
に
い
る
、
勧
こ
の
L
T

か
〆
二
エ
、
細
走
に
つ
の
る
屯
の
∴
∵
T
か
五
二
几
　
し
か
り
み

嬰
ら
す
、
庭
球
末
に
老
子
叫
ひ
て
、
入
朝
戚
を
か
ろ
く
す
、

意
図
フ
い
え
れ
ば
く
し
て
、
公
貌
刺
す
く
な
し
、
胡
奇
藷

底
尊
卑
政
彦
、
い
雀
つ
ら
に
寄
進
の
相
姦
を
九
二
十
は
‖
て
、

人
」

礫
嘘
の
藤
波
を
い
た
す
、
ひ
ど
へ
ヱ
都
度
の
わ
つ
ら
か
V
L

し
て
、
公
平
の
も
と
為
を
わ
す
れ
若
者
か
こ
と
し
、
密
事

に
い
た
り
て
ハ
、
専
頚
に
は
ふ
き
あ
て
、
、
留
修
を
言
い
た

さ
し
ゆ
む
」
　
か
翰
て
芝
の
啓
を
ご
た
め
蔑
さ
て
、
和
寒
を

9
ハ
孔
多
）

打
∵
さ
し
も
為
事
な
か
れ
、
少
つ
故
よ
り
を
の
ー
ノ
＼
．
囲
恵
し

て
・
衆
凄
さ
こ
尿
あ
っ
い
え
葺
く
し
て
、
そ
の
甥
を
．
、
へ
む
、

過
分
の
大
壕
〓
ト
あ
二
？
サ
ハ
、
よ
ろ
し
く
錐
恵
の
上
姿
考
と

、
む
（
　
レ
、
．

新
磯
城
非
議
を
、
〓
葛
，
机
へ
か
ら
拍
車

ぬ
ハ

石
、
調
ハ
非
礼
を
、
フ
け
た
ま
は
尋
感
受
の
固
史
だ
、
郊
留

の
筍
か
、
正
直
妾
さ
き
亡
し
・
尋
努
の
、
と
も
か
ら
、
茜
魂

「
－
と
l
こ

を
鼓
も
番
へ
し
い
わ
き
て
ハ
、
大
審
庭
竺
讐
警
苦
言
這

曾
申
J
璃
弼
肇
）

ぐ
、
「
未
摺
孝
芥
▼
正
、
乙
幼
者
不
安
、
虻
御
意
療
放
亥
希
し

た
宅
か
こ
の
邸
い
ま
し
の
な
ノ
＼
と
も
、
つ
、
し
む
へ
し
、

い
ぼ
ご
㌣
か
の
登
誌
め
り
、
串
そ
れ
き
る
へ
し
甲
、
し
か

夢
を
揉
孝
の
別
畠
、
れ
ほ
ぞ
け
わ
た
∠
し
の
し
け
さ
〓
ゾ
）

わ
さ
に
ま
っ
ば
れ
て
、
顧
慮
の
ゆ
る
さ
寸
を
し
ら
寸
、
や

ラ
奄
す
宮
は
、
あ
る
考
＼
の
り
を
そ
む
き
て
、
泉
ぼ
く
新
藤

髭
二
一
意
か
、
細
の
偽
を
急
も
ら
む
仁
を
き
て
ハ
、
弔

ん
そ
膚
細
の
鹿
電
わ
す
れ
ん
や
、
た
、
し
蓼
d
ふ
二
り
さ
怒

ぼ
か
に
い
て
、
、
わ
な
く
し
の
成
敗
l

二
か
＼
は
れ
さ
ら
む

噂
は
、
粛
鯛
か
ぼ
わ
す
顧
賛
し
て
、
そ
の
宅
か
革
を
、
〓

ヾ
″
J
．
、

ご
む
啓
l
こ
か
へ
る
へ
し
∵
そ
の
う
ち
、
富
で
ら
政
孝
1
の

人
、
な
わ
び
に
顛
命
を
か
再
た
み
無
線
の
と
寺
か
ら
、
慈

止
L
は

悲
を
移
待
て
、
あ
か
ハ
か
ら
小
鮒
あ
る
へ
し
、
助
力
軍

人
に
衆
さ
て
ハ
、
二
王
に
潔
白
の
沙
沐
巻
く
1

畠
へ
て
、
憩

ドか
く
い
ゑ
苦
っ
た
有
為
を
L
へ
ど
す
へ
し
、
尊
勢
の
鴫
こ

か
さ
る
事
な
か
れ
、

大
．
塔
を
l
躍
立
す
へ
ぎ
真
で

膏
、
く
た
ん
の
瘡
ハ
、
戒
・
涌
諸
印
療
薮
之
鳴
、
凌
朱
L
を

ハ
リ
ぬ
、
そ
の
か
な
も
の
ら
、
先
師
新
藤
キ
ヰ
薗
章
を
造

立
し
た
て
ま
フ
脅
噂
、
・
少
々
㌢
り
う
け
て
、
こ
れ
を
．
砲
ち

み
る
こ
午
い
ヘ
ビ
も
、
遼
々
さ
し
あ
か
て
つ
く
の
ハ
さ
る
あ

か
た
．
、
つ
み
に
虫
去
、
も
ふ
む
も
．
詑
そ
れ
い
た
む
へ
し
、
そ

／
ヒ



の
軍
を
つ
く
の
血
へ
き
毛
の
、
寸
て
ェ
弟
子
二
あ
た
れ
〓
リ
、

い
ぼ
む
平
泉
虞
画
期
知
産
出
、
か
の
瘡
の
嶺
誓
、
弟
子
い

ま
に
つ
た
へ
し
＝
訂
、
か
れ
に
つ
り
∵
こ
・
外
に
つ
け
、
つ
／
、
＝
り

い
と
皐
む
へ
き
二
＼
イ
ウ
さ
し
竜
と
も
弼
也
、
確
劇
か
葛
ら

甘
翻
受
し
た
ま
へ
、

御
山
の
う
ち
に
キ
手
蛍
友
軍
立
す
へ
苧
尋

提怒
、
芸
別
鹿
茸
ノ
蒜
緩
立
し
た
芸
つ
．
・
リ
、
妄

伽
蕗
定
理
立
寸
へ
さ
廟
「
あ
り
、
す
て
に
形
磯
を
．
あ
ら
ハ

し
た
て
ま
っ
る
宅
1

日
へ
ど
も
、
い
ま
た
痺
横
を
く
は
た
て

す
、
百
日
三
丁
三
度
畠
山
l

こ
参
籠
寸
へ
さ
顧
あ
り
て
、
わ

っ
か
に
八
ケ
度
を
と
く
と
日
へ
と
も
、
P
ま
た
ェ
十
六
度

ヲ
魂
竿
す
、
愛
々
の
ふ
円
鰯
、
一
々
に
涛
渡
世
す
、
真
顔
壇

零
レ
き

や
く
さ
〓
二
て
、
そ
の
頑
の
〓
融
∵
リ
、
泰
子
蘭
を
衷
l

さ
め
ふ

聖
こ
し
珂
な
り
ピ
い
ヘ
ビ
も
、
漫
哲
の
珊
い
ま
た
な
ら
す
、

「
読
者
弊
痘
痕
の
顔
に
あ
ら
サ
ハ
、
渡
避
土
木
の
つ
「
乙
に

た
．
よ
り
な
喫
＼
ゆ
へ
な
り
、
よ
0
て
ま
っ
康
を
、
「
）
し
て
、

い
よ
ノ
＼
運
命
互
い
の
る
と
こ
ろ
誓
．
参
塊
の
廟
に
い
た

り
．
て
ハ
、
せ
大
口
の
膚
革
を
威
せ
し
め
て
、
三
十
三
度
の

一
て
の

輿
敦
に
み
っ
へ
し
、
弟
与
密
告
し
く
瑛
う
ふ
っ
に
つ
ら
懲
り

て
、
ど
も
に
行
来
左
舷
ふ
こ
し
、
か
ご
ふ
て
ヰ
子
の
廠
ゼ
大

路
を
道
立
し
て
、
折
壁
に
を
直
し
た
Z
ま
っ
る
へ
し
・
え

公
胤
、
賓
産
、
輝
線
主
人
の
僧
正
空
諦
し
て
・
尊
節
直
頗

√
　
八

頚
飾
た
為
へ
さ
J
L
、
免
部
．
の
立
魔
．
也
、
し
か
れ
ば
す
ぢ

ハ
ち
剖
廟
巧
を
、
へ
て
∵
革
豪
儀
友
云
う
け
ん
惑
、
か
め

三
軍
の
門
除
を
た
つ
紹
て
、
が
彗
覇
の
盛
儀
ヨ
か
さ
空
し
、

垂
直
の
斉
を
二
が
、
車
座
の
鼠
を
将
か
ふ
細
へ
葛
り
、
そ

会
ハ
九
六
）

」
や
「
く
わ
か
　
大
審
薩
ば
、
費
締
凝
着
孫
勤
を
も
ち
て

本
尊
と
し
た
壷
か
、
し
か
る
を
い
ま
十
手
の
登
億
ノ
卸
先
の

車
鷲
を
あ
り
占
し
て
∵
六
ロ
の
僧
経
を
、
き
て
、
不
料
の

碍
法
草
修
す
、
か
み
ハ
三
解
ノ
／
資
し
た
て
ヨ
つ
り
・
中
ハ

一
人
を
い
の
り
た
て
ま
つ
る
、
L
も
ハ
二
敷
瓦
と
、
小
ら
八

四
屠
巴
、
天
国
線
也
∴
考
雅
誓
療
養
l
根
性
∴
頚
廟
の
．
衆

も
∴
し
き
、
感
應
あ
．
に
む
甘
L
か
ら
む
や
、
し
か
の
′
・
み
否
？
ら

寸
、
雷
宮
に
ま
こ
と
き
ぬ
さ
い
て
、
弟
子
た
云
∵
弾
ま
か
く

る
と
竜
か
ら
、
ニ
求
を
痛
風
せ
し
の
、
「
門
寿
冨
空
襲
正
し

の
む
、
わ
れ
を
た
例
二
も
／
∴
い
ふ
∴
こ
も
、
碑
左
超
薗
し
た
で

ま
っ
ら
も
て
を
き
て
ハ
、
琴
南
の
か
さ
リ
ェ
あ
＼
り
す
、
新

立
の
産
園
を
憾
1
J
打
て
、
久
住
の
．
水
食
に
あ
っ
へ
し
、
そ

の

っ

と

の

を

〓

な

か

に

お

き

て

ハ

、

暗

に

の

そ

み

て

増

か

ら
か
さ
た
む
　
へ
し
、

顔

應

二

年

十

日

　

官

　

法

印

失

効

商

社

〔

碍

紀

〕

本

線

の

滴

印

に

融

、

座

尺

木

岐

仇

の

お

世

為

l

こ

な

っ

た

。

記

し

て

魂

雇

を

二

義

∵

マ

∴




